
「知の構造」を用いた教科内容の構造化 

 新学習指導要領の身に付けさせたい資質・能力の育成に向けて、構造化した学習過程を「児童生徒」の視点で構成することが大切になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見方・考え方(原理・方法論)

（例：物事の変化や特質について、他の結果等と関連付けて捉える）
に基づいて知識・技能を統合する。

概念

（例：化学変化）を理
解している

事実

（元素記号）

事実

（例：化学変化）を記
憶している

方略(プロセス)

（例：実験の計画・実
行）を適用できる

技能(個別スキル)

（例：ガスバーナー

の使い方）

技能(個別スキル)

（例：実験ノートのま
とめ）を実行できる



目標・指導・評価の一体化 

 構造化を図る上で、同時に行いたいのが「一体化」です。具体的にどのような姿にしたいか？そのために何をすべきかを設定して授業を行いましょう！ 

 

 
目標 

子どもにこういう力をつけたい。その力が身についた子どもはこん

な姿だ。 

指導 

だから、こういった指導を

しよう。 

評価 

目標に据えた力を子ども

が身につけたかどうかを

確かめよう。 

力が十分に身について

いなかった。指導の「こ

こ」を「こう」変えてみ

よう。 

具体的な姿 

子どもの実態 

複数の眼 

つまずきへ

の対応 

教科書からの派生 
言語活動の充実 


